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研究成果の概要（和文）：健康や医療に関するコミュニケーション（ヘルスコミュニケーション）は、医療の質
や安全、人々の健康行動や健康にも重要な影響をもつとされる。このヘルスコミュニケーション向上のカギとし
て、ヘルスリテラシー（健康医療に関する適切な情報を入手し、正しく理解した上で、意思決定に利用していく
力）に注目し、保健医療の利用者である患者・市民のヘルスリテラシーの把握と教育に向けたプログラムの開
発、ヘルスリテラシーに配慮したコミュニケーションの取れる保健医療専門職の教育、ヘルスリテラシーを育む
組織作りに向けた取り組みに関する調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：Health communication consists of interpersonal or mass communication 
activities focused on improving the health of individuals and populations. Skills in understanding 
and applying information about health issues (health literacy) are critical to this process and may 
have a substantial impact on health behaviors and health outcomes. In this study, we examined an 
educational program to improve health literacy for general public, developed educational tools of 
communication skills training for healthcare professionals, and explored the concept of health 
literate organization in the context of Japanese social and cultural context.

研究分野：ヘルスコミュニケーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、人々が自分や周囲の人の健康の維持向上に主体的に関わり、健康や医療に関するさまざまな意思決定
に積極的に参加するための前提となるヘルスリテラシーに着目し、ヘルスコミュニケーションの改善を図るため
の研究および実践を行った。日本における問題の現状を分析するとともに、患者・市民のヘルスリテラシーの向
上、ヘルスリテラシーに配慮できる保健医療専門職の育成、これらを支える組織の構築に向けて、教育プログラ
ム・ツールを開発、評価を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 
近年、社会の様々な場面でコミュニケーションの重要性が指摘されているが、保健医療におい
ても例外ではない。健康や医療に関するコミュニケーション（ヘルスコミュニケーション）は、
医療の質や安全、人々の健康行動や健康にも重要な影響をもつとされる。このヘルスコミュニケ
ーション向上のカギとして、「ヘルスリテラシー」（健康医療に関する適切な情報を入手し、正し
く理解した上で、意思決定に利用していく力）が注目されてきたが、その改善に向けた取り組み
はまだ個別的、経験的なものに止まっている。 

1998年にWHOが、ヘルスリテラシーを｢健康の維持･増進のために情報にアクセスし、理解、
活用する動機や能力を決定する認知的、社会的スキル｣であると定義し、米国の健康施策「Healthy 
People 2010」で、「ヘルスリテラシーの改善」がヘルスコミュニケーション向上に向けた具体的
目標の一つに掲げられて以来、数多くの研究が行われてきた。その結果、各国でヘルスリテラシ
ーに問題を抱える患者・市民が少なくないことや、ヘルスリテラシーの低さが健康行動や健康状
態の悪さ、治療へのアドヒアランスの低さなどにもつながることが明らかにされてきた。 
日本においても、ヘルスリテラシーに対する認知度は高まりつつある。『保健医療 2035 提言
書』（厚生労働省、2015）では、「医療サービスの利用者が、最適な医療の選択に参加・協働する
ために、ヘルスリテラシーを身につけるための支援をする」、「生涯を通じた健康なライフスタイ
ルの実現のため、世代を超えた健康に関する教育の機会を提供し、ヘルスリテラシーを身につけ
るための取り組みを促進する」ことなどが提言されている。しかし、誰に対して、どのような支
援や取り組みが効果的であるかについての知見は国内外ともにまだ少ない。 
研究代表者は、我が国において早くからヘルスリテラシーに着目し、平成 18-19 年度文科省科
研費の助成を受け、WHOの定義に基づいたヘルスリテラシーの尺度を開発した(1, 2)。この結果、
ヘルスリテラシーの低い患者ほど、かかりつけ医以外に利用している健康医療情報源が少ない
にも関わらず、医師とのコミュニケーションにより困難を感じており、疾病の自己管理も悪いこ
とが示唆された(1, 3)。また、健康な個人においても、ヘルスリテラシーが食事、運動などの健康
習慣やストレス対処に影響を持つことを示した(2)。これらの尺度は、論文掲載後、国内だけでな
く国際的にも研究者の関心を集め、複数の言語に翻訳され使用されてきた。続く平成 20-22 年度
文科省科研費による研究では、患者のヘルシリテラシーによって、診察への参加や医師の説明に
対する評価が異なることを明らかにし、情報提供の適切さは患者のヘルスリテラシーとの関係
で検討する必要があることを示した(4)。さらに、平成 24-27年度文科省科研費による研究では、
①患者・市民（糖尿病患者、子ども）、②医療者（初期研修医）、③マスメディア（新聞による健
康リスク報道）について、ヘルスリテラシーの課題の分析と改善に向けたパイロット的なプログ
ラムを開発しており(5-7)、本研究はこの成果を引き継ぎ、発展させるものである。 
欧州で開発されたヘルスリテラシー尺
度を用いた調査で、日本人のヘルスリテ
ラシーが欧州各国と比較して予想外に低
いことが示唆される中で、ヘルスリテラ
シーは個人が置かれている社会環境や文
化によっても強く規定されることが改め
て浮き彫りになっている(8)。したがって、
日本の社会文化的な文脈の中で、ヘルス
リテラシーに関する課題を分析し、解決
に向けて取り組む必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、ヘルスコミュニケーションにおける保健医療の利用者、提供者のヘルスリテラシ
ーに関する課題を、そのコミュニケーションの背景となる文脈（援助者になりうる周囲の人々・
保健医療組織・システム等）を含めて分析し、次の 3点からその解決に取り組むことを目的とし
た。 
1) 保健医療の利用者・援助者のヘルスリテラシー向上 
必要とされるヘルスリテラシーの具体的なスキルは、国や社会制度はもちろん、年齢や抱えて
いる健康問題によっても異なる。日本の社会において一般的な保健医療の利用行動に直結する
ヘルスリテラシー（保健医療制度、専門職の役割、健康医療情報の活用、医療者とのコミュニケ
ーションなど）について、患者と家族など、本人だけでなくその周囲の人々も含めた相互関係、
およびその関連要因と影響を明らかにし、向上のためのプログラム開発と効果に関する実証的
根拠を示す。 
2) 保健医療の提供者のコミュニケーション教育 
ヘルスリテラシー関して保健医療専門職がもつべきコンピテンシーを明らかにした上で、そ
れを踏まえ、医学部および初期臨床研修におけるコミュニケーション教育プログラムを作成し、
その効果を検証する。既存の医療面接教育や研修プログラムにどのように組み込むことが可能
か検討する。 



3) ヘルスリテラシーを育む組織づくりに向けた取り組み 
ヘルスリテラシーに対する意識の高い組織やシステムとして、「Health Literate Organization」が
注目され始めている。ヘルスリテラシーが低くても利用しやすい保健医療機関・システム・情報
提供方法について、先行文献を整理するとともに、職場などを例に環境と個人のヘルスリテラシ
ーについて検討する。 

 
これらの中には、新たに開発する取り組みや教育プログラムだけでなく、これまで個別的、経
験的に行われている事業をヘルスリテラシーという視点から理論的に整理して位置づけ、効果
を実証していくものも含む。それを通じて、効果的なヘルスコミュニケーションが行える社会を
つくるための取り組みを持続・普及・拡大させるとともに、我が国で立ち遅れているヘルスコミ
ュニケーション学の基盤を構築し、ヘルスコミュニケーション教育の体系化に向けた実証的根
拠を示す。 
 
３．研究の方法 
研究 1-1：市民を対象としたヘルスリテラシーの調査 
 平成 24-27年度科研で実施した一般住民を対象とした調査の追跡調査の形で実施した。対象者
とその家族のうち健康問題に関する一番の相談相手である者をペアで調査し、ヘルスリテラシ
ーの現状と関連要因、本人と家族のヘルスリテラシーとの関連およびその健康行動やアウトカ
ムへの影響を分析した。 
 
研究 1-2：市民を対象としたヘルスリテラシー教育プログラムの検証 
研究協力者である認定 NPO法人ささえあい医療人権センターCOMLの「医療をささえる市民
養成講座」の受講者を対象とした。講座は、医療者と協働し、医療に主体的に参加できる「賢い
患者」を育てるという COML の活動理念を背景に、医療制度に関する基本的知識、患者の役割
や医療者との関係、コミュニケーションスキルに関する内容も含め、全 5回から構成される。本
研究では 2012～2016年度の参加者を対象とし、受講前後に自記式質問紙への回答を依頼した。
ヘルスリテラシー、医療者への信頼、意思決定に関する自律志向について変化を検討するととも
に、講座を通してどのような学びを得たのか（自由記述）を質的に分析した。 
 
研究 2-1：研修医を対象とした調査と教育ツール開発 
平成 24-27年度科研における調査から引き続き、東大病院の初期臨床研修医を対象とし、患者
とのコミュニケーションスキルに関する自信、態度、臨床研修での困難とその対処等について、
研修開始前、1年後、研修修了時の 3時点での縦断的な質問紙調査を実施した。 
また、研修医が研修中に患者とのコミュニケーションに関してどのような困難を経験するの
かを明らかにするとともに、指導医にもインタビュー調査を行い、指導医の視点から見た問題と
解決のための方法を調査した。 
 
研究 2-2：医学部生を対象とした調査 

2016-17年度の都内私立大学医学部 1年生を対象とし、社会的スキルとその変化、コミュニケ
ーションスキルの学習に対する意識を明らかにし、準備教育におけるコミュニケーション教育
への示唆を得ることを目的とした。通年のコミュニケーションの演習を中心とした必修科目の
前後に質問紙調査を実施した。主な調査項目は、社会的スキル（KiSS-18）、身につけたいと思う
コミュニケーション能力等である。 
 
研究 3：ヘルスリテラシーを育む組織づくりに向けた研究 
 Health Literate Organizationに関する文献のレビューを進めるとともに、職場環境と労働者のヘ
ルスリテラシーが本人の健康行動に与える影響について、労働者を対象とした、自記式質問紙を
用いた調査を実施した。社会経済状況（性別、年齢、学歴等）、職業性ストレス因子（残業時間、
職場の支援、仕事の要求度、裁量度等）、健康状態（主観的健康感、BMI、心の健康等）、ヘルス
リテラシーを調査し、職場関連要因とヘルスリテラシーと心の健康、との関連を検証した。 
 
 
４．研究成果 
研究 1-1：市民を対象としたヘルスリテラシーの調査 
 ヘルスリテラシーの各領域と健康行動、保健医療サービスの利用との関連が示された(9, 10)。
また、本人と家族のヘルスリテラシーは有意な正の相関をもっていた。一方、家族のヘルスリテ
ラシーが本人よりも高い場合、健康に関連したタスクを行う上で、本人のヘルスリテラシーを補
うように影響する可能性が示唆された(11)。ヘルスリテラシーの改善に向けては、個人のヘルス
リテラシーだけに注目するのではなく、周囲のサポートも含めて検討していく必要がある。 
 
研究 1-2：市民を対象としたヘルスリテラシー教育プログラムの検証 
ヘルスリテラシーの得点は、受講前後で有意に上昇していた（前 3.57±0.73, 後 3.88±0.62, 

p<0.001）。医療者への信頼および自律志向には有意な差は見られなかった。また、講座を通じて、



参加者において、単なる知識の獲得だけでなく、健康を管理する主体として、医療者と協働し、
保健医療サービスをうまく活用していくことへの意識の高まりや行動の変化が示唆された。こ
のような講座が、“資源”としてのヘルスリテラシーの向上につながる可能性がある(12)。 
 
研究 2-1：研修医を対象とした調査と教育ツール開発 
 ヘルスリテラシーの概念を聞いたことがないとしたものは 37％おり、分かりやすいコミュニ
ケーションのためのスキルの中には、広く使われていないスキルも多かった。一方、ヘルスリテ
ラシーについて知識のある者ほど、そうしたコミュニケーションスキルを日常的に活用してい
ることが示された(13)。また多くの研修医が研修中に患者とのコミュニケーションについて同じ
ようなコミュニケーションの困難を経験していることから、調査の結果をもとに、初期研修医向
けの「トラブル事例から学ぶ初期研修医のためのコミュニケーションスキル」の小冊子を作成し、
関係各所に配布するとともに、オンラインでの提供にもつなげた。 
 
研究 2-2：医学部生を対象とした調査 
医学部 1年生において、入学直後の社会的スキルは、女性で有意に高かったが、授業終了時に
はほぼ差はなくなった。男女学生で、学びたいコミュニケーションスキルが異なる可能性が示唆
された。社会的スキルの変化には、本授業だけでなく、他科目および課外学外での経験も大きく
影響していることを踏まえつつ、授業終了時になお半数近い学生が身につけたいスキルとして
挙げたリーダーシップ、プレゼンテーション、ディスカッションなどについては、今後さらに教
育方法を検討していく必要がある。 

 
研究 3：組織の影響に関する研究 
研究協力者の NPO 医療の質に関する研究会とともに、患者・市民のヘルスリテラシー向上に
向けた医療機関や公立図書館の先駆的な取り組みを収集し、整理した。これを第 20回図書館総
合展のシンポジウムで発表し、患者・市民と医療者の対話促進のためのプラットフォーム形成に
向けた議論を行った。また、職場を対象とした調査から、職場の支援が得られ、仕事の要求度が
低く裁量度が高いなどの職場の要因と、ヘルスリテラシーの高さ、心の健康状態との関連が示唆
された。 
 
上記の研究、調査は、それぞれ学会および学術誌に発表してきた。さらに、効果的なヘルスコ
ミュニケーションが行える社会をつくるための取り組みを持続・普及・拡大させ、我が国で立ち
遅れているヘルスコミュニケーション学の研究、教育を進めていくために、ヘルスリテラシーを
含めたヘルスコミュニケーションに関する保健医療専門職向けの入門書を作成し、関係各所に
配布した(14)。 
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